
糸の配色パターンを理解しましょう

糸玉から糸を取り出し、段染めのカラーパターンを把握します。
1サイクルの色変化をみます。
作品使用色 No.110での1サイクルはベージュ、黄緑、水色、
ピンク、青、ピンク、水色、黄緑の配色順です。
（※糸玉の色によって長さが異なる場合があります。）　　　
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編み図の配色に注意し、
1段めはベージュで
編み始めます。

編み図の配色に注意し、

2段めの最後は細編みを
編みます。

偶数段は両端の目は
細編み2目になります。

3段めの最初は細編み1目
鎖編み１目を編みます。

以降、前々段と配色が1セットずれて
いることを確認しながら編みます。
細編みが4目同じ色になるように
手加減を変えながら編んでいきます。

段を移るときも
細編みは4目編む

ベージュで4セット編みます。
編み図の通り、各色4セットずつ編みます。

2目めの細編みからベージュに
切り替わるように編みます。

続けてベージュで3セット編みます。
編み図の通り、各色4セットずつ編みます。2段めは黄緑で

編み始めます。

編み図の配色通りに編みます。 細編み4目がベージュ

細編み１目と鎖編み１目を
1セットと数える

細編みの足の部分の色が
各色4目ずつになるように編みます。

（※作品使用色以外の糸玉によっては
レシピの目数で編めない場合があります。）

作り目は余りますが、気にせずに
編み図通りの配色になるよう調整
しながら編みます。
編み地を裏返し、2段めに移ります。

1段めを編みます3

2段めから3段めへ5

プランドプーリングの編み方(※作品使用色 No.110で解説)

作品と同じ模様（配色）になるように、
作り目はBとCの境目（黄緑と水色の境目）から編み始めます。
6色分（水色、ピンク、青、ピンク、水色、黄緑）作り目をします。
針にかかっている糸がベージュになるまで編みます。

※この時、作り目数は気にしないで色を見ながら編みます。
※余った作り目は後で解いて、すくいはぎに使います。

作り目

1段め
編み終わり

1 2 3

4

色の境目の鎖はどちらの色でもよい

ポイント
細編みは必ず指定の色が出てくるように
手加減で調整しながら編みます。

〒616-8585　京都市右京区花園薮ノ下町2番地の3　TEL（075）463-5151（代） 禁複写

<２０18A/W>

デザイン／ハマナカ企画

AMU-662
編みつける口金の
プランドプーリングのマチ付きがま口

☆でき上がり寸法　深さ約7cm、幅約14cm、マチ約5cm
☆使用糸　　　コロポックル《マルチカラー》（25g玉巻）
 　　　　　

☆副資材　　  ・編みつける口金（H207-018-1/金）…1組
☆使用針　　   ハマナカアミアミ片かぎ針4/0号
　　　　　　　毛糸とじ針（H250-706）6本1組

水色×黄緑系（No.110)
使用量使用糸
0.9玉
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細編みと鎖編み２目で１セット
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※鎖は束に拾う
＝細編み

編み始め位置
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51015202530354045505561

10

15

20

25

30

35

40

45

47

編み地の向こう側に
口金を置き、一緒に拾う

口金

〈口金の拾い方〉

蝶番部分は
編み地のみ拾い
口金には編み
つけない

☆★

◎

口金をひろげて
上から見た図

〈口金の拾い位置〉
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拾い始め位置

編み方向
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でき上がり図
編みつける口金
プロセス基礎

組み立て方
両脇を
すくいはぎ

すくいはぎ部分

すくいとじ

内側に
端をとじつける

マチを割って
角の三角部分を内側に
押し込みすくいとじ
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